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永井直時が家臣の三嶋勘左衛門に出した手紙

　永井直時は高槻藩主永井家の初
代・永井直清の孫として生まれまし
た。父の永井直吉は直清に先立っ
て亡くなったため、寛文11（1671）
年に直清が亡くなると、34歳の
直時がその跡を継ぎました。永井
家の家老三嶋氏ゆかりの佛日寺
（池田市）には、直時が家臣・三
嶋勘左衛門に宛てて、幕府から相
続を認められた時の様子を伝える
手紙が残されています。
　この手紙によると、直時は江戸
幕府の老中たちと対面し、家督と
高槻藩の相続を認められました。
老中たちからは、直清の死後、喪
が明けてすぐに家督を継げること
は異例であると告げられていま

す。特に老中阿部忠秋は、直時の
家督相続は直清の功績によるもの
ではなく、直時が幕府によく仕え
てきたからであると激励してお
り、直時は感涙を浮かべたと記し
ています。
　この手紙は90cmにも及ぶ長文
のもので、直時がそれぞれの老中
から言われたことを事細かに記し

ています。直時は、勘左衛門が知
ればさぞ喜ぶだろうと思って詳し
く伝えているのだと繰り返し述べ
ています。手紙からは、家督相続
と老中たちからの言葉をうれしく
思い、信頼する家臣と喜びの気持
ちを分かち合おうとする直時の姿
が鮮やかに浮かび上がってきます。

（しろあと歴史館）

第8回：洗濯・衣類編
生活習慣を見直してアクションを始めることが、省エネ達人への

第一歩。まずはあなたのエコレベルを確認しましょう。
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皆さんは毎日着る服を日々洗濯しながら大切に着用していると思いますが、これから服を買うときには、

再生原料など原材料にも注目しましょう。丁寧に洗濯し、長期間使い続け、最後にはリサイクルを意識す

ることで、サステナブル（持続可能な）ファッションにつながりますよ。

まずは、小さいアクションから。

あなたをきっかけに、ムーブメ

ントが巻き起こるかも

洗剤はたくさん入れた方が

汚れが落ちると思う

汚れ方に応じて

洗濯コースを選んでいる

使わない服は、ウエスや

古着としてリサイクルする

再生原料が使われている

服を購入したことがある

洗濯によってマイクロプラスチックが

生じる可能性があることを知っている

サステナブルファッション

という言葉を知っている

乾燥機を利用しても環境

には影響ないと思う

合成洗剤と洗濯せっけん

の違いを知っている

まずはワンアクションから。

地球の未来を救うのは、あなた

かもしれません

あなたこそ、真の「省エネ達人」

です。今後は周りの人も巻き込ん

で、エコの輪を広げましょう
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